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ソヴィエト・バレエ
『赤いけし』再考 
―「革命バレエ」の運命―  
 
梶  彩子  
 
《要旨》  
本論文では、1927 年に初演されソ連を席巻した、中国が舞台の革
命バレエ『赤いけし』（音楽：グリエール）について、受容及び内
容の変遷を分析し、2010 年の再演に至った理由を考察した。ソ連
版では、1949 年、1957 年の改変の中で、台本を分析しながら、あ
らすじ、舞踊の構成や登場人物がどのように変遷していったのか
を、ボリショイ劇場、キーロフ劇場に絞って論じた。加えて、太
平洋戦争中の日米関係を反映した 1943 年初演のアメリカ版や、ウ
ラノワ生誕 100周年にあたる 2010年に再演されたローマ版とクラ
スノヤルスク版にも注目し、ソ連という枠組みを超えた『赤いけ
し』の受容についても取り上げた。結論としては、欧米列強のひ
しめく中国という舞台設定が、変わりゆく対中関係に合わせて柔
軟にあらすじや登場人物を改変することを可能にし、さらに、ア
メリカでもプロパガンダの役割を果たし、広い受容を生み出した
ことが挙げられる。また、『赤いけし』が、 1960 年までソ連中で
上演されたことに加え、ウラノワをはじめとする優れたダンサー
が作品を受け継ぎ、後世に大きな影響を与えたことが、2010 年の
再演につながった。  
 
《キーワード》バレエ、ソヴィエト・バレエ、赤いけし  
 
 
はじめに  
 
『赤いけし』というソヴィエト・バレエ作品がある。この作品は、1927
年 6 月 14 日、ロシア革命 10 周年を記念して、モスクワのボリショイ劇
場で初演された。 1920 年代の中国を舞台とした、中国人の踊り子タオ・
『スラヴ文化研究』Vol.15 (2017) pp.82-102 
本稿の著作権は著者が保持し、クリエイティブ・コモンズ表示4.0国際ライセンス（CC-BY）下に提供します。 
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
 83 
ホアとソ連船長の悲恋物語が中心のバレエである。ソ中関係をふまえた
イデオロギーを色濃く反映した「現代バレエ」でありつつも、音楽や振
付は旧来のクラシック・バレエ様式に基づくものであった。『赤いけし』
は批評家や業界人の間で激しい議論を呼び、賛否両論の評価がなされた
が、民衆は熱狂的にバレエを受け入れ、『赤いけし』は、ソ連成立後初め
て大成功を収めたオリジナルの革命バレエとして、レニングラードのキ
ーロフ劇場 1をはじめとするソ連全土の各都市を席巻する。  
1949 年、中国革命が起き中華人民共和国が成立するとキーロフ劇場、
ボリショイ劇場で相次いで新たな登場人物を加えた第 2 版が上演され、
1957 年、 58 年には両劇場で第 3 版（『赤い花』に改題）が上演される。  
頻繁に再演を繰り返し、ソ連内外の各地で上演されてきた『赤いけし』
は、1960 年代に中国との関係が悪化すると上演史からその名を消してし
まう。最後の上演から半世紀以上が経ち、『赤いけし』は、時に淘汰され、
忘れ去られたように思われた。しかし、驚くべきことに、2010 年にロー
マおよびクラスノヤルスクで『赤いけし』が相次いで再演され、こうし
てソ連最初の革命バレエは現代に蘇ったのであった。  
なぜ政治的なイデオロギーを反映したバレエ『赤いけし』が初演当時
民衆に受け入れられ、どのような経緯で受け継がれてきたのか。そして
最後の上演から半世紀もの年月を経て、何が『赤いけし』の再演に至ら
しめたのか。ロシア革命 100 周年を迎え、『赤いけし』初演から 90 年を
経た今日、上演の背景及び経緯、あらすじ、ソ連内外における上演史お
よび受容から『赤いけし』を再考してゆく。  
 
 
1. 初演にあたって  
 
1925/  26 年シーズンのボリショイ劇場では、民衆のための現代的なテ
ーマを題材としたバレエが希求され、台本のコンクールが開かれた。最
                                                         
1  現在のマリインスキー劇場は、 1920 年から 1930 年まで国立アカデミー・オ
ペラ及びバレエ劇場（ Государств енный а кадемиче ский т еат р  оперы и  ба лет а）、
1935 年から 1992 年まではキーロフ記念国立アカデミー・オペラ及びバレエ劇
場（ Государств енный  акад емич е ский т еат р  оп еры и  б алет а  им.  Кирова）を正式
名称としていたが、本稿では便宜上キーロフ劇場に統一して表記する。  
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初はスペインを舞台とし、フランス人の少女を主人公とした『港の娘』
（ «Дочь порта»）というバレエが提案されたが、却下される。その場に
いた舞台美術家であるミハイル・クリルコ（Кулилко , Михайл Иванович）
が、プラウダ紙で偶然見かけたレーニン号抑留事件をもとに 2中国を舞
台としたバレエを提案し、こうして『赤いけし』の初演に向けて準備が
始まった。ただ、実際には同様の事件は起きておらず、『赤いけし』が一
体どの出来事を踏まえて作られたのか、文献によって具体的な事件名が
異なり、特定が難しい。もっとも、中国では当時、1911 年の辛亥革命に
端を発した混乱が続いており、コミンテルンを通じ世界革命を訴えるソ
連においても中国革命は当時大きな注目を集め、連日のように新聞を賑
わせていた。社会の注目を集めた中国の動向が、初演にあたって現代的
テーマとして取り上げられたことは間違いない。  
 
音楽は作曲家レインゴリト・グリエール（ Глиэр,  Рейнгольд Морицевич）
が担当した。グリエールはチャイコフスキーやラフマニノフといったロ
マン派の系譜を継ぎながら、一方で、ロシア 5 人組に代表される国民楽
派の影響も受け、民族音楽や民族舞踊に題を得た、オリエンタリズムの
傾向が強い作品も数多く作っている。バレエ音楽では、『赤いけし』の他
にプーシキン原作の『青銅の騎士』（ 1949 年）が有名である。グリエー
ルは台本の作成と並行して作曲に当たったため、音楽が全体的な一貫性
に欠けていたが、中国の伝統舞踊や、1930 年代の欧米のダンス、ロシア
民謡「ヤーブラチコ」を用いた水兵の踊りなど、多様な場面に合わせ、
様々なジャンルの舞踊を盛り込んだ作品を作り上げた。度重なる再演で、
振付や衣装、登場人物を含めた台本が改変される中で、グリエールの音
楽だけが、作曲家自身による追加などはあったものの、変わらず受け継
がれていった。  
初演版の振付はラシチーリン（Лащирин ,  Лев  Александрович）が 1 幕
と 3 幕を、チホミーロフ（ Тихомиров ,  Василий  Дмитриевич ,  1876 – 1956）
2 幕を担当した。台本・演出・美術は前述のミハイル・クリルコが手が
けた。  
                                                         
2  Курилко  М.  Ещё раз  о «Кра сном маке» (из  записок  отца)  / /  Балет  ХХ в ек .  
Ст раницы истории хор еографиче ского  и скусст ва  Ро ссии ХХ в ека  п о 
материалам  ж урна ла  «Б алет » /  Под р ед .  В .  И.  Ураль ской.  М. ,  2011 .  С.  89 .   
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チホミーロフは 1893 年から 1935 年にかけてボリショイ劇場のダンサ
ーであり、公私ともにパートナーであったエカテリーナ・ゲルツェルと
ともにボリショイ劇場で一時代を築き、 1913 年から 1935 年には同劇場
のバレエ・マスターも兼任した。同時期には、ボリショイ劇場では、リ
アリズム演劇に影響を受けた新たなバレエを模索していたアレクサンド
ル・ゴルスキー 3（ Горский, Александр Алексеевич）が活躍していた。ゴ
ルスキーとは対照的に、チホミーロフは古典バレエ擁護派であり、新た
なバレエの探求には批判的だった。そのため、テーマの現代性と矛盾し
た古典バレエ形式に則ったバレエが作られたのであった。  
チホミーロフの手がけた 2 幕は、古典バレエ作品の中間によく挿入さ
れる幻想的な場面を踏襲していた。 1 幕と 3 幕を担当したラシチーリン
はチホミーロフの教え子であり、キャラクター・ダンサーとして名高い。  
キャストに関しては、タオ・ホア役は前出のゲルツェル（ Е. В. Гельцер）、
ソ連船長役はブルガーコフ（А. Д. Булгаков）、  リ・シャンフー役はスモ
リツォフ（ И. В.  Смольцов）、中国人手品師役をメッセレル（ А. М. 
Мессерер）、港長役をシードロフ（И. Е.  Сидоров）が踊った。  
 
初演版のあらすじ 4は以下の通りである。  
 
1 幕  
中国の港。ソ連船が荷下ろしをしている。近くのレストランではヨ
ーロッパ人たちが集まり、「 8 人の浅黒い肌のマレー人女性の踊り」
を眺める。 2 人のダンサーによるフォクストロット」が続けて披露
される。タオ・ホアは駕籠に乗って登場し、歓迎の踊りである「扇
の踊り」を踊る。客人たちが楽しむ間、苦力は積み荷の重さに疲れ
果て、そのうちの 1 人が倒れてしまう。監視役であるタオ・ホアの
父親は倒れた苦力をひどく痛めつけ、苦力たちがかばい、一騒ぎに
なり、警察がやってくる。苦力たちはソ連水夫に助けを求める。騒
ぎを聞きつけてイギリス人港長、ヒップスがやってくる。ヒップス
は船長に武力で騒動を鎮圧することを勧めるが、船長は荷下ろしを
                                                         
3  ゴルスキーは 1902 年から 1924 年までボリショイ劇場の首席バレエ・マスタ
ーを務めた。  
4   Глиэр  Р.  М .  Кра сный  мак.  М. ,  1929 .  
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手伝うよう指示する。遠くで見ていたタオ・ホアは船長の振る舞い
に心を動かされる。タオ・ホアは船長にたくさんの花を渡し、感動
の気持ちを伝えようとするが、船長にはよくわからない。それを見
ていたリ・シャンフーは、ボリシェヴィキに媚びを売るなど言語道
断だと、タオ・ホアを叩く。リ・シャンフーとタオ・ホアの口論は、
半古典舞踊、苦しみを表現したいびつなポーズを伴う舞踊で解決さ
れている。船長は彼女をかばう。タオ・ホアは感謝の気持ちをこめ
て古い仏像のポーズを模倣した「金の爪の踊り」を踊る。暗くなり、
仕事も終わる。苦力たちや、マレー人女性たち、他の船の様々な国
籍の水夫たち（日本人、黒人、ノルウェー人、アメリカ人、メラネ
シア人）が一緒に踊り、ソ連水夫たちもそれに加わり「ヤーブラチ
コ」を踊る。  
 
2 幕  
（ 1 場）アヘンの喫煙所。喫煙所を所有しているのはレストランの
主人である。中国人の子供たちが働き、踊り子たちがリハーサルを
しているところにタオ・ホアがやってきて踊る。タオ・ホアたちと
入れ替わりでヒップスがやってきて、ソ連船長暗殺の企てを打合せ
する。タオ・ホアは何も知らずに船長を喫煙所に案内する。  
アヘンの喫煙所に港長がやってきて、リ・シャンフーにソ連船長
をおびき出し殺すことを提案する。船長は水夫たちと海岸を散歩し
ている。何も知らないタオ・ホアは船長を喫煙所に誘い、リ・シャ
ンフーは、船長がタオ・ホアをかばうことを見込んで、彼女を叩く。
ソ連船長がリ・シャンフーを跳ねのけると、陰謀者らはナイフで船
長に襲いかかる。タオ・ホアは船長をかばい、その隙に船長は近く
にいる水夫たちを口笛で呼び寄せることができる。タオ・ホアはリ・
シャンフーにひどく叩かれ、ござの上に倒れる。中国人の年を取っ
た俳優が、落ち込むタオ・ホアにアヘンを与えて慰める。  
 
（ 2 場）タオ・ホアの夢。水の中に潜っているよう。巨大な魚の影
がきらめき、影は前に後にどんどん速度を上げて泳いでゆく。  
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（ 3 場）古い仏院がぼんやり現れる。奥には巨大なブッダの絵が見
える。台座から女神たちが現れ、踊り始める。中国古来の伝統であ
る、ドラゴンの巨大な像を肩に乗せた信者たちの行列が始まる。タ
オ・ホアも行列に加わる。男性の剣を持った勇ましい跳躍の群舞が
始まる。だんだん暗くなっていく。  
 
（ 4 場）ふたつ目の夢には、中国の伝説の、碧玉の湖のほとりの、
月の宮殿に住むという、幸せの王国、妖精たちの世界が出てくる。
幸せの王国が間近にせまったところに、タオ・ホアは山々に囲まれ
た不思議な谷を目にする。次から次へと不死鳥が現れる（不死鳥は
ブルーや緑色のタイツをはいた男性ダンサーたち）。タオ・ホアは
谷間に自分の姿を見つけるが、不死鳥は谷への道をさえぎってしま
う。タオ・ホアと不死鳥の踊りは、 4 人の騎士による古典舞踊形式
で構成されている。  
 
（ 5 場）タオ・ホアは  幸せの王国、素晴らしい喜びの国に辿り着く。
金の頭飾り、優しい色合いの薄桃色、濃い青色の服に身を包んだ神
や女神が現れる。庭園では花が咲き乱れ、蝶やキリギリスが舞う。
花は人の姿をしており、小さなタンポポは子供にそっくりである（黄
色い花びらや、綿毛のような帽子）。地面からけしや蓮が生えてき
て少女たちに姿を変える（けしは赤いスカート、蓮は白いスカート）。
花や蝶、神々が踊る。タオ・ホアは紺地に黄の服を着た神に目を止
める。その神は 4 人の男の子たちを従え、体を折りたたむようなジ
ャンプや、逆に反り返るような跳躍をする。不死鳥がタオ・ホアを
追いかけてきている。赤いけしの他は皆、不死鳥の味方をしている
のでタオ・ホアは落ち着かない。岩間から赤い帆の中国帆船が浮き
上がってゆき、蝶や神々、花々は頭を下げる。けしの花だけが船に
向かって手を伸ばす。  
この夢の場は、タオ・ホアの心象風景であり、ソ連船長との出会
いで起きた心の変化が描かれており、3 場は古き伝統への思いを、4、
5 場の不死鳥は自由を求めるタオ・ホアを遮る祖先の伝統を、5 場の
赤いけしは革命の始まりを、蝶やキリギリス、花々は時代遅れの中
国を象徴している。  
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3 幕  
 夜、港長の邸宅。貴婦人やその相手たちがチャールストンを踊って
いる。シャンソン歌手が巨大な皿の上で歌う。客人たちはボストン・
ワルツを踊りながら別の広間に移動する。ヒップスだけが一人残り、
ソ連船長毒殺の共謀者らを待つ。ヒップスとリ・シャンフーが屏風
のかげで茶に毒を入れるのをタオ・ホアは見てしまう。  
 リ・シャンフーと父親に、船長に毒入りのお茶を差し出すよう命
令されたタオ・ホアは、いつもの従順さと船長への燃え上がる恋と
いう矛盾の中で葛藤する。ソ連水夫たちが広間にやってくる。船長
はタオ・ホアに挨拶をし、 2 人きりになると、タオ・ホアは船長に
夜会に行かないよう懇願する。自分の思いを告げ、中国から自分を
連れて行ってほしいと願うタオ・ホアを、船長は哀れな子供に対す
る憐憫をもって、断る。自分の役目は革命であるということを伝え
るために、花束から赤いけしを 1 輪手に取り、花が炎に見えるよう
に持ち上げて見せる。  
お茶会の準備が始まる。貴賓である船長には、タオ・ホアがお茶
を差し出さなければならない。タオ・ホアは船長の前で踊り、茶碗
を差し出したり引っ込めたりしながら時間を稼ごうとする。やがて
船長に茶碗を渡してしまうが、船長が茶碗に口を付けた瞬間、茶碗
を叩き落とす。リ・シャンフーは船長めがけて発砲するが外れ、水
夫と船長たちは立ち去る。広間は騒然となり、客人たちも逃げ出す。
邸宅に中国のパルチザンが突入してくる。タオ・ホアはバルコニー
に出て、ソ連船が錨を外し離れてゆくのを目にし、船長の身の安全
を知り安堵する。リ・シャンフーはその瞬間タオ・ホアを打ち、致
命傷を与える。陰謀者たちは逃げてゆく。パルチザンたちは赤旗に
覆われた寝台にタオ・ホアを乗せる。子供が寝台を取り囲み、瀕死
のタオ・ホアは子供たちにかつてソ連船長からもらった赤いけしの
花を手渡す。  
アポテオーズ（大団円）  
 空に巨大な赤いけしの花が燃え始める。花に向かって、パルチザ
ンたちによってヨーロッパ列強から解放された中国の貧民階級たち
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が歩んでゆく。寝台に乗せられたタオ・ホアに無数のけしの花びら
がふりそそぐ。  
 
物語はパントマイムによって展開し、その合間にあらすじとは直接関
係のない大人数による舞踊場面であるディヴェルティスマンが挟まれる
という古典バレエ様式が取られている。初演で主役の中国人少女、タオ・
ホア役を踊ったのは、チホミーロフの妻でありパートナーであるエカテ
リーナ・ゲルツェルであった。ゲルツェルは中国への渡航歴があり、日
常生活や文化・社会を目の当たりにした経験をもとにクリルコやチホミ
ーロフへそれぞれ助言をしていた。  
初演版は音楽や振付が激しい議論を呼び、特にチホミーロフの手がけ
た 2 幕が折衷的であるとして批判された。しかし、同時に、民衆の間で
このバレエは空前の人気を博した。その最大の理由が、おとぎ話ではな
く現実の世界が舞台であり、登場人物の中に民衆がいたことであった。
革命後広く労働者大衆に開かれた舞台芸術であるバレエが、その存続を
危惧される中、観客たちが自らを重ね合わせて見ることができる民衆を、
作品の中で大きく取り上げたことが功を奏したのだった。この民衆とい
う登場人物の系譜は、『パリの炎』（音楽：アサフィエフ、振付：ワイノ
ーネン）、『山の心』（音楽：バランチワーゼ、振付：チャブキアーニ）、
『ラウレンシア』（音楽：クレイン、振付：チャブキアーニ）、『スパルタ
クス』（音楽：ハチャトゥリアン、振付：ヤコブソン、グリゴローヴィチ
他）といった、のちのソヴィエト・バレエ作品に受け継がれてゆく。 5  
数々の舞踊場面の中でも最も好評だったのが 1 幕のソ連水夫の踊りで
ある「ヤーブラチコ」（ «Яблочко»）であった。「ヤーブラチコ」は有名
なロシア民謡で、19 世紀後半に成立したチャストゥーシュカという風刺
のきいた短詩歌である。作品中では、ゆっくりとしたアコーディオンの
メロディーに合わせて始まり、次第に速くなっていくテンポに合わせて、
ずらりと並んだソ連水夫たちが背中側で腕を組んで鮮やかなステップを
披露する、非常に迫力のある場面である。  
初演から半年後には上演回数が 100 回目を迎え、初演から 3 シーズン
の間に上演回数は 300 回に達した。また、1927 年の初演後すぐに、ゲル
                                                         
5  Катонова  С.  В.  Балеты Р.  М.  Глиэра .  М. ,  1960 .  С .  14 .  
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ツェル演じるタオ・ホアの陶器の人形や、『赤いけし』という名前の香水
（Новая заря 社）や菓子、石鹸が発売され、ソ連の人々にとって身近な
バレエとして『赤いけし』は舞台芸術という枠組みを越えて日常に溶け
込んでいった。 6  
 
 
2. ソ連時代の上演史と内容の変遷  
 
『赤いけし』がボリショイ劇場、キーロフ劇場をはじめとして、ソ連内
外の各都市で上演されるにあたり、一定の決まった踊りが受け継がれた
のではなく、各々の振付家が新たに創作を行った。本稿では、ソ連時代
の上演に関しては、主にボリショイ劇場、キーロフ劇場の 2 か所に絞り、
また、便宜上、 1927 年に初演された『赤いけし』は初演版（第 1 版）、
1949 年の新版を第 2 版、1957 年に改名された『赤い花』を第 3 版と分け
て分析していく。  
 
（ 1）初演版  
 
モスクワ、ボリショイ劇場での初演から 1 年を待たぬうちに、『赤いけ
し』はキエフ、オデッサ、サラトフ、スヴェルドロフスクの各都市で次々
に上演される。  
1929 年 1 月 20 日にレニングラード、キーロフ劇場で『赤いけし』が
初演を迎える。クリルコによるあらすじはそのまま残り、グリエールは
新たに曲を追加し、振付も改変された。3 幕 9 場構成で、1 幕はフョード
ル・ロプホーフ（Лопухов ,  Федор Васильевич）が、 2 幕 2 場と 3 場はウ
ラジーミル・ポノマリョフ (Пономарёв,  Владимир Иванович)が、 2 幕 1
場と 3 幕をレオニード・レオンチエフ（Леонтьев , Леонид Сергеевич）が
担当した。   
レニングラード版のキャストは、タオ・ホアをリュコム（ Е. М. Люком）
と、のちにヨルダンが（О. Г. Иордан）、ソ連船長をドゥトコ（М. А, Дудко）、
                                                         
6  Киселёва  Н .  В.  Балеты Р.  М .  Глиэра  в  и сторико-культурн ом контекст е:  Дис .  
канд .  и ск .  С Пб. ,  2016 .  С.  107 .  
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苦力をシャヴロフ（ Б. В. Шавров）、リ・シャンフーをレオンチエフ（Л .  
С.  Леонтьев）、中国人手品師をエルモラーエフ（А. Н. Ермолаев）が演じ
た。  
1929 年に「観客のための手引き」と銘打った台本 7に、批評家のソレ
ルチンスキー（Соллертинский,  Иван Иванович）が寄せた言葉は以下の
とおりである。  
 
新たな観客が求めているのは、目もくらむような超絶技巧ではなく、
意味のあるドラマのあらすじである。バレエ台本の時代遅れのばか
ばかしさは観客には不足である。観客は、本物の舞踊劇を求めてい
る。王子や悪の魔法使い、魔法にかけられたお姫様の物語はとうに
終わっているのだ。バレエの物語は、我々の時代に近い条件の中で
進まなければならない。独立した筋立てに仕上げられた現代的な主
題、これこそが今日のバレエにおけるスローガンである。 8  
 
初演版であるボリショイ劇場版との違いは、18 世紀フランスを介した中
国趣味を排し、工業化の真っ只中にあった現代中国を描き出したことで
ある。欧米の技術をすさまじい速さで導入する中国と、数千年の文化と
苛烈な階級闘争の歴史を持つ中国、すなわち古くからの街並みにアメリ
カの高層ビルがそびえたち、自動車が人力車と並び、チャールストンが
古き伝統とともにある中国 9―これが、キーロフ劇場版の舞台であっ
た。また、舞踊に関しては、ボリショイ劇場版がマイムによる物語進行
を主としていたのに対し、キーロフ劇場版は、より舞踊的であり、特に
現代的な踊りに力が注がれた。舞踊様式は、中国古来の伝統舞踊、欧米
で流行していたサロン・ダンス、そして新たなアクロバティックな動き
（ 2 幕 2 場）の 3 つから成っていた。  
チャールストン、フォクストロット、ボストン・ワルツといった西欧
の当時流行したダンスや、アクロバティックな動きには、新たな身体表
現を探求するロシア・アヴァンギャルドの影響が見て取れる。  
                                                         
7  Глиэр  С. 1 -15 .  
8  Глиэр  Красный  мак.  С.  3   
9  Глиэр  Красный  мак.  С.  4  
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主な台本の変更点を見ていくと、 1 幕では「見世物師と驢馬の喜劇的
な踊り」  「ガールズ（ヨーロッパ人の踊り子たちか）による群舞」が新
たに増えている。タオ・ホアが夢を見る 2 幕では、場数が減り、 5 場か
ら 3 場構成に変わっている。 2 場の中国の伝統の場面では、武器を持ち
仮面をつけた恐ろしい人影や閻魔大王が登場する。関羽の顔が上へ持ち
上げられ 2 場は終わる。 3 場では、男女で構成された不死鳥による古典
バレエのアダージオ 1 0が繰り広げられる。最後にはソ連船長の姿が浮か
び上がり、夢が終わる。 3 幕の舞踊構成は、イギリス人と中国人の「チ
ャールストン」、2 人組のエクセントリックな踊り、中国劇団の踊り（「小
さな中国の将軍たちの踊り」、「ベールを持った 4 人の女性の踊り」、「悪
魔の踊り」、「タオ・ホアの太鼓奏者たちとの踊り」、「アクロバットたち
の踊り」）となっている。  
 
（ 2）第 2 版（ 1949 年版）  
 
1949 年に 12 月 26 日にキーロフ劇場、続けて 12 月 30 日にボリショイ
劇場で新版『赤いけし』が上演される。これは 1949 年 10 月 1 日の中華
人民共和国成立を記念して作られ、また毛沢東訪ソに際して上演が急が
れたというのが通説である。キーロフ劇場では当時バレエ・マスター兼
監 督 で あ っ た ロ ス チ ス ラ フ ・ ザ ハ ロ フ 1 1 （ Захаров,  Ро стислав 
Владимирович）が、ボリショイ劇場では同劇場首席バレエ・マスターで
あったレオニード・ラヴロフスキー 1 2（  Леонид  Михайлович Лавровский）
がそれぞれ振付を担当した。双方とも、 30 年代から 50 年代に主流であ
ったドラマ・バレエの黄金期を築いた存在であり、ザハロフの『バフチ
サライの泉』（音楽：アサフィエフ）、ラヴロフスキーの『ロミオとジュ
リエット』（音楽：プロコフィエフ）というドラマ・バレエの代名詞とな
る傑作を残している。  
                                                         
1 0  ゆっくりとした音楽に伴う、バレリーナとパートナーによる踊り。  
1 1  ザハロフは 1936 年から 1956 年まで、キーロフ劇場のバレエ・マスター兼監
督を務めた。  
1 2  ラヴロフスキーは 1944 年から 1964 年にかけてボリショイ劇場首席バレエ・
マスターであった。  
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キーロフ劇場のキャストは、タオ・ホアをヴャチェスロワ（ Т.  М .  
Вячеслова）、ソ連船長をミハイロフ（М .М .  Михайлов）、苦力をマカロフ
（ А .  А .  Макалов）、 リ ・ シ ャ ン フ ー を ズ プ コ ー フ ス キ ー （ Н .  А .  
Зубковский）が踊った。ヴャチェスロワはタオ・ホア役でデビューした。
ボリショイ劇場では、タオ・ホアをウラノワ（ Г.С.  Уланова）、のちにレ
ペシンスカヤ（О.  В. Лепешинская）が、ソ連船長をラドゥンスキー（А.  
И. Радунский）、のちにコンドラートフ（Ю.  Г. Кондратов）が、マ・リー
チェンをガボーヴィチ（М. М. Габович）、リ・シャンフーをコーレニ（С.  
Г.  Корень）が演じた。  
 
第 2 版で最も重要なのは、新たにマ・リーチェンという革命指導者で
ありタオ・ホアの恋人役である登場人物が設けられたことである。タオ・
ホアとソ連船長の恋物語は 1949 年の第 2 版上演時には重要視されず、
マ・リーチェンのような革命の担い手の存在こそが必要とされたといえ
る。古典バレエ作品の多くで物語の中心をなす恋愛要素が、『赤いけし』
では副次的であり、政情を反映して登場人物の相関関係が変更されたの
は興味深い。また、初演版では、船長への想いが届かぬ中、赤いけしの
花を次世代の子供たちに託して死にゆくタオ・ホアが、当時革命の道半
ばを進む中国を象徴する存在であったのに対し、第 2 版では、搾取の理
不尽に立ち上がる中国人労働者の姿が前面に押し出されている。初演版
でも水夫や苦力といった民衆が物語を担う登場人物であったが、第 2 版
では時節に合わせて、彼らの重要性がさらに強調されている。他にも、
港長のイギリス人ヒップスの役どころがアメリカ人に変更されており、
また、アメリカ船から武器が荷下ろしされる場面などに、政治的要素が
見受けられる。  
アヘンの喫煙所やアヘンを吸うシーンが消え、 2 幕はリ・シャンフー
の茶屋（キーロフ劇場版）やタオ・ホアの部屋（ボリショイ劇場版）で
始まり、タオ・ホアは疲れ果てて眠り込んでしまう設定に変わっている。  
続くひとつ目の夢の中では、初演版では中国の伝統舞踊が描かれてい
たのが、第 2 版では、リ・シャンフーが悪の象徴として登場する。リ・
シャンフーは、キーロフ劇場版では恐ろしい竜人の姿で登場し、ボリシ
ョイ劇場版では剣をふりかざし、怒れる神々たち、アメリカ人とドラゴ
ンと共に悪の象徴として出てくる。この悪夢は恋人マ・リーチェンの登
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場で終わり、タオ・ホアはマ・リーチェンとともに幸せの王国に行く。
キーロフ版では、幸せの国で船長が登場し、マ・リーチェン、タオ・ホ
アと 3 人で赤い帆船に乗って上へ上へと昇ってゆき、夢が終わる。 3 幕
の舞台は港長の邸宅ではなく、中国劇団が踊りを披露する広場となって
いる。  
グリエールの『赤いけし』を含むバレエ音楽について緻密な分析を行
ったキセリョーワ 1 3によると、第 2 版はスターリンの生誕 70 周年記念
に向けて、ボリショイ、キーロフ両劇場で競う形で上演準備がなされた
という。それに際しソヴィエト連邦閣僚会議付属芸術委員部（Комитет по 
делам искусств  при Совете Министров СССР）から台本の修正指示が入
り、主にソ連船長が出入りする場所の変更を余儀なくされた。それゆえ
に、第 2 版ではアヘンの喫煙所の場面がなくなり、港長の邸宅の晩餐会
の場面は、広場に変えられたのであった。  
 
（ 3）第 3 版『赤い花』  
 
バレエ『赤いけし』は、中国側の要請により、アヘンを連想させる題
名を避け、『赤い花』へと改題される。グリエールは新たに曲を書き直し、
1957 年 11 月 24 日、ボリショイ劇場で第 3 版であるバレエ『赤い花』が
初演される。ボリショイ劇場の 1958 年の台本 1 4を見る限り、マ・リー
チェンの名前の変更以外は、あらすじは第 2 版を踏襲していることがわ
かる。  
キーロフ劇場では 1958 年 5 月 2 日に 3 幕 12 場の第 3 版が、ボリショ
イ劇場と同様に『赤い花』に改題されて初演された。振付はアレクセイ・
アンドレーエフ（Андреев ,  Алексей Леонидович）、舞台美術はボブィシ
ョフ（ Бобышов, Михаил Павлович）が担当した。1958 年のキーロフ劇場
版の台本 1 5によると、振付家のアンドレーエフにより、演出や舞踊が見
直され、形式的な民族的特徴や偽りの異国情緒が削られた。振付にはク
                                                         
1 3  Киселёва ,  Н .  В.  Ба леты Р.  М.  Гли эра  в  и сторико-культурн ом конт екст е:  Дис .  
канд .  и ск .  С.  92 -95 .    
1 4   Глиэр  Р.  М.  Кра сный  цв еток .  М. ,  1957 .  С. 4 -15 
1 5   Глиэр  Р.  М.   Красный  цв еток  [ преди сл.  А.  Дмит риева  и  А.  Андреева] .  Л . ,  
1958 .  С. 1 -11 . 
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ラシック・バレエの舞踊語彙と本質的に結びついている民族舞踊の要素
が多く取り入れられていた。 1 6またアンドレーエフ自身は、「新版では革
命における民衆の不屈の精神が重要なテーマであり、マ・リーチェンや
タオ・ホアの人物像や、民衆の場面に具体化されている。一方では資本
主義世界の鋭い社会的風刺によって、また他方ではソ連水夫と中国の民
衆の分かちがたい友情の場面によって、このテーマが強調されている」
1 7と述べている。  
ボリショイ劇場の第 3 版初演のキャストは 1949 年版と同じで、キーロ
フ劇場のキャストは、タオ・ホアをヴォイシュニス（Л.  И.  Войшнис）、
ソ連船長をスラヴァニノフ（ Р.  А. Славянинов）、マ・リーチェンをセリ
ュツキー（ Г.  Н.  Селюцкий）、リ・シャンフーをゲルベック（ Р. И. Гербек）
が踊った。  
 
1960 年代はじめになると『赤いけし』は上演されなくなる。対中関係
の悪化が主な理由であった。前述のキセリョーワは、当時の政情に加え
て、ボリス・ペトロフ、チーシェンコ、シチェドリンといった、グリエ
ールの次世代の音楽家たちの台頭を一因としている。 1 8また、1930 年代
から続いたドラマ・バレエが衰退し、グリゴローヴィッチやベリスキー、
ヤコブソンといった新鋭の振付家たちが次々と精力的に新作を発表して
いったことも、旧態依然の構成であった『赤いけし』がレパートリーか
ら消えてゆくのに拍車をかけたと考えられる。  
 
（ 4）海外での上演  
 
『赤いけし』は初演以後、ソ連全土の主要劇場のほとんどで上演されて
きた。  
 海外での上演は、リガ（ 1933 年）、タリン（ 1939 年）、カウナス（ 1940
年）アメリカのクリーヴランド（ 1943 年）、プラハ（ 1947 年）、ブルガリ
                                                         
1 6  Глиэр  Красный  цв еток  [пр еди сл.  А.  Дмит риева  и  А .  Андр еева] .  C. 5 .  
1 7  Глиэр  Р.  М.   Кра сный  цв еток  [пр еди сл.  А .  Дмит риева  и  А.  Андр еева] .  C. 7 .  
1 8  Киселёва ,  Н .  В.  Ба леты Р.  М.  Гли эра  в  и сторико-культурн ом конт екст е:  
Автореф ерат  ди с.  канд .  и ск .  С Пб. ,  2015 .  С .  16 .  
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アのソフィア（ 1951 年）、ポーランドのヴロツラフ（ 1952 年）など欧米
各国の都市で行われた。  
特に興味深いのは太平洋戦争中の 1943 年 10 月 9 日にアメリカ合衆国
オハイオ州の都市クリーヴランドで初演されたアメリカ版 1 9である。ロ
シア出身のイーゴリ・シュヴェツォフ（Швецов ,  Игорь Александрович）
が振付を担当し、初演はバレエ団バレエ・リュス・デ・モンテカルロ 2 0
が実現した。音楽はグリエールのスコアをもとにアーサー・コーン
（Arthur  Cohn）が編曲し、舞台装置と衣装はボリス・アロンソン（Boris  
Aronson）が担当した。シュヴェツォフは全 3幕のバレエを 1幕に縮小し、
あらすじや登場人物に当時の戦局を反映させた。ソ連、イギリス、アメ
リカの 3 人の水夫たちの友好関係が描かれ、初演版の欧米列強と中国人
労働者という対立図は、軍事独裁国日本と抵抗する中国に変えられた。
欧米側にすり寄るレストラン主のリ・シャンフーは、アメリカ版では日
本人に変えられ、クライマックスは悪役である日本人の死で終わる。2 1ア
メリカ版初演では、タオ・ホアをアレクサンドラ・ダニロワ（Данилова, 
Александра Дионисиевна） 2 2が、ソ連水夫はフレデリック・フランクリ
ン（ Freder ic Frank l in）、アメリカ人水夫は、ジェームス・スターバック
（ James St arbuck）が、イギリス人水夫は、イーゴリ・ユスケヴィッチ（ Igo r 
Youskevit ch）、日 本人レ ストラ ン主 は、グラ ント ・ムラ ドフ（ Grant  
Mouradoff）がそれぞれ踊った。  
                                                         
1 9  『赤いけし』のアメリカ上演の詳細については以下を参照。  
Киселёва ,  Н .  В.  «Красн ый мак » Р.  М.  Гли э ра .  Пер вая  по ст ановка  в  Америке .  / /  
Ве стник  Акад емии Р усского ба лет а  имени А.  Я.  Ваган овой.  2015 .  № 2  (37 ) .  С .  
98 -103 .  
2 0  バレエ・リュス・デ・モンテカルロ（ Ball et  Russes  de  Monte Car lo）は、デ
ィアギレフのバレエ・リュスを後継する形で 1932 年に創立され、ド・バジル
大佐が監督、ルネ・ブリュムが芸術監督を務めた。バレエ・マスターにはバラ
ンシンが就任した。1936 年にブリュムがド・バジル大佐と決別し、モンテカル
ロ・バレエ（のちのブリュム /  デナムのバレエ・リュス・ド・モンテカルロ）
を結成する。モンテカルロ・バレエは 1939 年にニューヨークに本拠地を移す。
1942 年からはセルゲイ・デナムが監督を務め、アメリカ版『赤いけし』はこの
デナムのバレエ・リュス・デ・モンテカルロで初演された。  
2 1  Les l i e  Nor ton a nd Fr eder i c Fra nk l in ,  Frederi c  Frank l in :  A Biography  of  the 
Ba l l et  Star  ( J efferson,  M cFar land , ) ,  2007 .  p .  81 .  
2 2  アレクサンドラ・ダニロワはサンクトペテルブルク出身のバレリーナで、バ
ランシンとともに 1924 年渡米しバレエ・リュスに参加、のちにバレエ・リュ
ス・デ・モンテカルロでも活躍した。  
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アメリカ版『赤いけし』は、1943 年から 45 年にかけてアメリカとカナ
ダの 108 の都市で上演された。 2 3ソ連内では、作品中で悪役の立場であ
ったアメリカ人とイギリス人が、第 2 次世界大戦の文脈をふまえて全く
逆の立場で登場し、アメリカ版が幾多の上演回数を重ねたのは、そのプ
ロパガンダ的要素がもてはやされたこと、そして列強に苦しむ中国とい
う舞台設定が、登場人物の立場を無理なく変更できる柔軟性を持ってい
たことが理由として考えられる。中国の混乱した政局の中で、介入する
列強諸国の中に決まった悪役がいなかったこと、逆に言えば、誰もが悪
役にもまたその逆にもなりえたという時代背景が、そのまま進行中の第
2 次世界大戦のプロパガンダに用いることができたのである。上演回数
の多さにもかかわらず、終戦後は、冷戦の影響もあり、この作品がその
後アメリカで日の目を見ることはなかった。  
 
 
3. 2010 年版  
 
21 世紀になって最初に『赤いけし』が再演されたのはイタリアのロー
マ・オペラ劇場においてであった。 2010 年 2 月 12 日、ローマ・オペラ
劇場でカルラ・フラッチの主導により『赤いけし』が上演され、半世紀
もの間上演史から姿を消したバレエが、再び現代で脚光を浴びた。  
振付はニコライ・アンドローソフ（Андро сов Николай）が手がけ、指
揮と演出はアンドレイ・アニハーノフ（Аниханов, Андрей  Анатольевич）
が担当した。タオ・ホア役はロシア出身のオクサーナ・クチュルクが踊
り、カルラ・フラッチ自身も中国古代神話の女媧の役で出演した。カル
ラ・フラッチは 20 世紀を代表する世界的に活躍したイタリアのバレリー
ナで、ジゼルを当たり役とした。  
フラッチは 50 年代に撮影されたウラノワの踊るタオ・ホアの映像を目
にしてから『赤いけし』上演を夢見ていたという。 2 4他方ロシアでは、
                                                         
2 3  Ульяна  К.  Кирилл Ново с ель ский:  «Искусство продлева ет  жизнь » 
[ht t p : / /www. epocht imes . ru/ cont ent /vi ew/51344 /54/ ]  （ 2017 年 12 月 5 日最終閲覧。
以下、 URL の最終閲覧日はすべて同一）  
2 4  Весел аго  К.  Почему сов ет ский  «Красный мак » расцв ел в  Р име?  
[ht t p : / /www.f ontanka . ru/2010/04 /11 /021 / ]   
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長年ボリショイ劇場で活躍してきたダンサー、ウラジーミル・ワシーリ
エフ（Васильев , Владимир Викторович）や、ミハイロフスキー劇場の元
首席指揮者アンドレイ・アニハーノフと同劇場元バレエ・マスターであ
るミハイル・ボヤールチコフ（ Боярчиков, Николай Николаевич）らが『赤
いけし』の再演を計画していた。実現には至らなかったものの、アニハ
ーノフは当時自らが率いるサンクトペテルブルク交響楽団で、グリエー
ルのバレエ音楽を録音していた。その CD が偶然カルラ・フラッチの手
に渡り、ローマ・オペラ劇場での上演に至ったという次第であった。『赤
いけし』がウラノワをはじめとするソ連の名だたるダンサーらによって
踊られてきたのを、西側のダンサーであるカルラ・フラッチが目の当た
りにしていたことに加えて、彼女とロシア国内での再演に向けた動きが
一枚の CD によって繋がったことで、『赤いけし』は国境もイデオロギー
も超えて、現代によみがえったのである。  
カルラ・フラッチはインタビュー 2 5で以下のように述べている。  
 
このバレエには大きなバレエ作品に必要なものすべてが揃っていま
す。バレエ団の水準を維持すると同時に、観客を楽しませることが
できます。古典的なデュエットやディヴェルティスマン、様々な民
族舞踊、素晴らしい群衆の場面…そしておとぎ話のようなあらす
じ！…（中略）…世界のバレエは大きな問題に直面しています。若
手は学びたいのに、上のスター世代がみな教えにまわって、伝統を
受けつごうとしているわけではありません。わたしは、バレエの技
術向上と若手のための舞踊様式の創造に取り組んでいます。ですか
らレパートリーにコール・ド・バレエもキャラクター・ダンサーも、
コリフェもプレミエールも輝ける作品を持つことが大切なのです。
『赤いけし』は、モスクワでは素晴らしいガリーナ・ウラノワ、オ
リガ・レペシンスカヤ、レニングラードではオリガ・ヨルダン、タ
チヤーナ・ヴェチェスラワが踊りました。このような優れたバレエ
の再演は必要不可欠だったのです！  
 
                                                         
2 5  Весел аго  К.  Почему сов ет ский  «Красный мак » расцв ел в  Р име?   
[ht t p : / /www.f ontanka . ru/2010/04 /11 /021 / ]）  
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フラッチの言葉から、ソ連時代の観客である労働者大衆に大変好評で
あった、多数の民衆の場面が、他方でバレエ団の人材養成という観点か
ら見ても魅力的であることがわかる。  
 ま た 、 ア ニ ー ハ ン は 、 当 時 は 西 側 を 威 嚇 し た バ レ エ の 「 赤 さ 」
（ краснозвёздно сть）が、現代の西側の観客にとってはむしろ魅力であ
るようだと分析している。 2 6また、彼は同時に、ヨーロッパの観客の、
悪を呪うだけではなく、良いものを評価しながら、「笑って過去と決別」
できる柔軟性を指摘している。  
 
ローマでの再演と同じ年に、前述のウラジーミル・ワシーリエフもウ
ラノワ生誕 100 周年に合わせて、『赤いけし』を再演している。 2010 年
11 月 23 日、クラスノヤルスク・オペラ・バレエ劇場で、ウラノワ生誕
100 周年に際し、第 1 回全ロシア・フォーラム「 21 世紀バレエ」の一環
として、また、同劇場の 2010/  2011 年シーズンの幕開けを飾るバレエと
して、『赤いけし』はロシアの舞台によみがえった。バレエ学校時代にウ
ラノワと共演し、ウラノワを師、友人、そしてパートナーとして仰ぐワ
シーリエフが、長年夢見てきた『赤いけし』を再演するのに、ウラノワ
生誕 100 周年は絶好の機会であった。インタビューの中で、ワシーリエ
フは、ボリショイ劇場の 1949 年版に参加し、『赤いけし』が自分にとっ
てボリショイ劇場の第一印象となったと語っている。 2 7ワシーリエフは
ソ連バレエの伝統を踏襲するのではなく、台本を新たに書き換え、政治
的な色彩は取り払い、船長とタオ・ホアの純愛を主に描きだした。ワシ
ーリエフ版では 20 世紀初頭の中国が舞台で、階級闘争という政治的背景
が取り除かれ、それに伴って民衆の場面も無くなり、革命リーダーであ
るマ・リーチェンもいない。 2 8中国革命という史実や対中関係という政
治色を取り払い、より普遍的な恋愛物語へと昇華されたワシーリエフ版
の登場は、まさに『赤いけし』が時代を超えた証であるといえるだろう。  
 
                                                         
2 6  Весел аго  К.  Почему сов ет ский  «Красный мак » расцв ел в  Р име?   
[ht t p : / /www.f ontanka . ru/2010/04 /11 /021 / ]   
2 7  Панихина  П .  Возвращени е «Кра сного  мака»（ニュース映像）  
[ht t p : / /www. ntv. r u/video/211289/ ] 
2 8   Кузнец ова  Т.  Народные шат ания .  «Красн ый мак » расп усти лся  в  Красн оярске .  
 [ht t p s : / /www. kommersant . r u/doc/1545384] 
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おわりに  
 
『赤いけし』は、最初のソヴィエト・バレエであり、最も大きな成功
を収めた「革命バレエ」であった。ソヴィエト・バレエの黎明期に新た
な観客である民衆を登場させ、また中国革命という現代テーマに基づい
たという点で、『赤いけし』は革新的であった。同時期に作られたが成功
を収めなかった革命バレエとしては『赤い旋風』（ 1924 年初演、振付：
ロプホーフ）や『竜巻』（ 1927 年初演、振付：ゴレイゾフスキー）など
が挙げられるが、『赤いけし』がこれらの作品と違うのが、現代テーマを
扱いながら、中国という異国、異世界を舞台としているためではないか
と考えられる。「ここではないどこか」は主要バレエ作品の多くで舞台と
されてきたが、背景や解釈を特定しないことで、バレエ作品を受け継ぐ
にあたって、振付家たちにより多くの余地を与え得た。それゆえに、本
稿で見てきたように、ボリショイ劇場、キーロフ劇場に限らず、ソ連内
外で数多くの振付家が手がけることができ、また、観客たちも自分たち
のバレエとして本作品を受容することができた。『赤いけし』は、最初の
ソヴィエト・バレエであっただけでなく、変化する対中関係の文脈の中
で政治利用しやすいバレエであったため、国家のお墨付きを得たことが、
度重なる改変とグリエールや振付家による工夫を可能にした。アメリカ
版の上演でも触れたように、中国革命、ふたつの世界大戦や冷戦という
激動の時代の中で、政情を反映しやすいあらすじと舞台設定であったこ
とが、ソ連内外での広い受容につながったのである。  
21 世紀になり現代に『赤いけし』が返り咲いたのは、カルラ・フラッ
チとワシーリエフの両者とウラノワの接触があったこと、また、『赤いけ
し』が他に例を見ない規模でソ連内外に広まったことが大きな理由であ
るといえる。観客がいなければ成り立たない瞬間芸術であるバレエが、
半世紀という時間の淘汰に耐えることができたのも、主人公タオ・ホア
の役がウラノワを筆頭に優れたバレリーナによって受け継がれ、ダンサ
ーを含む人々の記憶に強く残り、再演への思いを駆り立てたためであっ
た。  
以上のように、本稿では、最初のソヴィエト・バレエであり、革命バ
レエである『赤いけし』が、90 年という年月をどのように乗り越えてき
たのか見てきた。ソ連時代のイデオロギーや政情が再演の度に反映され
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てきた作品であるため、バレエ『赤いけし』の全体像の再考は、ソ連の
崩壊後の今日だからこそ可能であったと考えられる。加えて、ウラノワ
生誕 100年に際して 2010年版がローマとクラスノヤルスクの 2都市で上
演されたことは、バレエがどのように後世に残っていくのか分析する上
でも大きな示唆を与えてくれる。『赤いけし』の中の中国の表象や、音楽
及び舞踊についての分析が今後の課題である。  
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Reconsideration of  the Soviet  Ballet  The Red Poppy:   
The Destiny of  the Revolutionary Ballet 
 
KAJI Ayako 
 
The purpose  of this  s tudy is  to  present  how the  Soviet  balle t  The Red 
Poppy has changed and why the  balle t was revived in  2010 in  Rome and 
Krasnoyarsk. The paper  studies  the t ransit ion of s torylines ,  dance 
composit ions  and characters  of the  three  vers ions  (1927, 1949 and 1957) 
of the  balle t  by analysing libret tos  of the  Bolshoi  Theatre  and Kirov 
Theatre .  Additionally,  the  text  focuses  on the  American version (1943) , 
which reflected the  poli t ica l s i tuation during the  Pacific  War and on the 
Roman and Krasnoyarsk vers ions ,  which were  s taged in  2010, the  100 th 
anniversary of the  birth  of Galina  Ulanova. Therefore ,  the  study reviews 
percept ions  of The Red Poppy outs ide  the Soviet  Union as  a  nation and as 
an  epoch. It  is  argued that  China,  which was in terfered with  Western 
powers ,  as  a  set ting of the  s tory,  flexibly a ltered s tor ies  and characters  in 
response to  the  changing Soviet-Chinese  re lat ionship ,  and fur thermore, 
perpetuated propaganda in  America  and gained wide acceptance not  only 
in  the  Soviet  Union but  a lso  in  other  countries .  The study concludes  that 
the  balle t  was s taged again  in  2010 because i t  was performed across  the 
Soviet  Union unt i l 1960 by outstanding dancers ,  including Ulanova, who 
had great ly influenced future  generat ions . 
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